
アマチュアはなにをなすべきか

はじめに
前号に「地方生物学の一方向」とL、う一文をのせ、ア
マチュアの持つ博物学的傾向を批判すると同時に、アマ
チュアの理論学習の必要性を説いたハだが前号では、私
は、博物学的な傾向を克服して、さらに一歩前進するに
はどうしたらし占、かとレう点についてはほとんどふれな
かった。文章を読んで下さった方々から多くのご意見を
いただいたが、その内のいくつかの批判は、この点を指
摘して下さったものであった} まさに正l ¥ ，、ご折摘だと
考え、再びここに筆をとったものである n ではアマヰュ
アはなにをなすべきなのかの
生物学の存在理由
生物学は「宇命とはなにか| につレて究明し、司三命を
正しく認識寸るために存在する学問である。アマチュア
であろうと、専門家であろうと、およそ生物学を研究す
る者は「生命とはなにかJ とL 、う牛. 物学の最高命題に向
ってとりくんでゆくべきあることは言うまでもなL、 こ
の根本的視点は一時もはずしてはならなレであろう c

だが、なに故に' r . 命を認識しなければならないのか、
としうことが説明されなレ限り、生命の正 Ll、認識はあ
り得なL 、1 ーのことは一方力、ら言えば何かために研究す
るのカ} とし、う問題である L 、また、認識論L l : : の哲学的な

iこさね/ 王ならなし、であろう。
-rli:々の 11然科学一七の認識は最後には、人間の生産活動
とがiびっし、てその存在坪由がある。その証拠は 1:'1然科学
が人I!'，Jの生産活動の発達との相互関係の中で発展して来
たことを見てもわカ aるr もL 、n然科学的な認識が、人
rf¥1の牛産活動から全くはなれたとミろにあるものだとし
たら、それは、全く役に1 r たなし、初、識である~ それは、
たた、人1mの顕の中だけにあるものであり、 jf l¥，、認識
とは言えないであろう。科学のための科学なとと L ろ言
葉は、この7宮、味でおかl ¥ ，、わけである。
では自然科学の認識は、全て商機に生産活{V)を折導で
ぎないと意味ヵ、なL、のか そうではなL、。自然科学の認
識が、直楼作pf活動と結びつL 、てL、なければ役にたたな
し、と考えるのは、単なる技術主義、叉は利益主義的な考
え方である c I高楼役にたたなければ科学は本将の科学で
なL 、とするな b 、我々の内然科学的認識はきわめて 111属の
せまレものとなり、応用のき力、なL 、Jln論を作りとげるこ
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とになるのである}
我々は生産活動に直接. 間接に役だっ意味で 111;高[去し、生

物学の理論? を作り上げるのであるコ生命とはなにかとし、
う疑問も、それ放に解かねばならなL、わけである
アマチュアと生態学
幅広L 、生物学の理論を作り上げる上で、そして生命と

はなにかと l'うことにとり組むヒで、我々には多くの方
向泊、らのアプローチカ、ある c，それは生命とはなにかを-
i=I で需L、っくせないのと、空命がひとすじ縄で解決でき
なし、ことにある二だから、生命とはなにカ、とし、う問題に
肉迫するのは、多くのレヘノレで、なされなければならな
L  現在、最も脚光をあびている分野である分子レベル
で、ノt化学的に生命を追求するのも大きな方向であるだ
ろう L 、また、同| 時心掛11胞、遺伝、発生、生理、{ 回休の
生活史、集問1など各レヘノレで多くの分11FT -ヵ、らの解析力必、
要である
最近、作. 物学研究の方法論ヒの問題として、メ1:化学的
な研究のみが牛. 命の問題を解決する鍵であり、生命を生
化学的に認識することによって、生命の全てかfリ]カ寸こな
るという考え方カ、あるが、乙の考え方は機械i命的な誤り
に陥ってしる '1:.化学的な追求はlli白体の化学的な一面
を明かにすることができても、全体的なより高次な生命
の側面を解釈することはできなL、のであるぐたとえば、
アンモニアの性質を理解するために、水素と千ッ素の性
質をL 、カもに究IVl L ても問題は解決 L t，J ; : l、のと同じであ
るr 高次元な物質l土、低次元な物質とは異なった、新ら
l ¥ ，、法則性を持ってL、るτ だカ、ら、生命を解釈するには
あらゆる次元にたって追求 L なければならなレわけであ
る 牛一命の正l¥， 、認識はこれらのあらゆる分野のアプロ
一千カ‘らの総合にあるι

nn題をもとに返して、では我々アマチュアはどうすれ
ばレレのかハア寸千ュアは生命をどの分目!f力、ら追求 L て
もL 、レハただ、アマチュアは専門家と違って、時間と経
済と I没備に大きな制約を受けているのこの 4 とが、アマ
チュアの仕事を大きく制限する仁だヵ、ら実| 祭問題と L
て、 f[:.化学分野や細胞遺伝学をアマチュアが研' 先しよう
とL ても多くの無照カるともなう アマチュアにとって、
肢もとりくみ易レ分野は、生物相の調資、分類がある、
しカゐ L 、| 泊号でものべfニ通り、ー積のいきづまりに来て
し、る L 、-1[;]に新鮮味のないものとなっており、作物学
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1，、て L る、これはアマチュアに lつ
tJJ  I土、二れらの研究が、 11 ，、かにあるか」とレヲ視点で lの研究方I"Jの例を与えるものでちる こう L 、う例は全国
のみ捕えられて、 「なにNl.にカ aくあるのカ，J という視点 | 的に見ればもっとたくさんあるだろう
では捕えられなL とこらじあわ K1(;の研究はなるほど直接生産に関係するものではな
これらのアマチュアの持つ諸条件を満足させる答はな l いであろう。カワニナの生態と系統の問題が、すぐにも

にか。それは生態学であるσ 生態学の分野にこそアマチ | 生産ーには問係しなレが、研究の方法論はさらに直接生産
ュアの活動する広い荒野が聞けてしる。生態学の研究が i  と| 刈係のある軟体動物の研究に役だとうし、生物学の幅
アマチュアに向いているのは、生理学や生化学や、他の | 広L 四日i請を作り tげてし、く上では必要なのである。
生物学の分野のように、設備のし、らなし、ことであるO 実 Hijにものべた通り、生態学の某礎には博物学がある3

験の多くはフィルドでなされる心とが多レ lil}物学li、'1 物の積を「カくある、かくある| と沼載し
I  tふそれに縦し、て「なぜ、カ tくあるのヵ、」とL 、う問題提

だ生態学が設備を要さなしカ i ら使手IJであるとレうことの | 起をなし、それに答えるのが生態学であるの さて、現
みの珂! 由であろうか それだけではなし、のである。これ | 在、生態学はある時点まで発展L 、数々の理論的成果を
までアマチュアは実に多くのファウナやフロラを作って | 生み、方法論もある程度ととのレ、生産にも大きく寄与
きたいこれまでに地方の研究家達によって作られた、多 ! するまでになってきた。このミとを無視して‘今だにア
くのそう1，.う rl書誌を今後、生カ、して使うことのできるの | マチュアの研究が、 111. くある」とL 、うことの百己裁にの
は生態学なのであるのファウナやフロラは生態学と最も | みとどまってL 、るのはIi!y代おくれである c 1かくある」
深し、関係を持っており、生態学はそれらを科学的に発展 l  ということをし、くらならべて見てもそれは記載以上に11¥
させたところになりたってしる。生態学は科学的な侍物 | るものではな1 ， ' c 博物学か珂論でなしのはこの点にあっ
学だとよく言われる 1 歴史的にも生態学は博物学の基礎 | た。( さらに生態学も同様で、 「なぜ、かJ とL 、うことに
の上にでき七ったものである{ アマチュアに生態学がIr'J I 答えなレで、資料集めのみに始終しておれば、それはテ
いてL ると L、う児由は、こう L、う理論の発展法則の上で | ーター主義に陥ってし、く) だから、およそ自然科学にお
位置ずけられる理由を持ってし、るからなのである。 I 1， 、ては、この疑問のとちらか片方だけに答えるのでは不
ここで 1人のアマチュアの例をあげよう。淡水貝の研 | 充分である 1かくあるj とし、うことと同時に、 「なぜ

究家として知られている大阪の K 氏は、最初、淡水貝の iかくあるのか」としうところにI:n題を発展させ、この 2
形態分類の研究から始め、多くの淡水貝を各地から採集 | 木の足で研究を進めてゆカゐねばならなし、σ
されたc さらに氏は、淀川、加古川水系を中心とする淡 |  そのためにアマチュアに課せられるものは博物学から
水貝の分布について調査されたり特にその中のカワニナ l  生態学へとレう方向である。この取組みによってこそ、
類の分布につL 、ては、水流と形態の関係、胎児数と水流 |  アマチュアは「生命とはなにか」と L、う升ー物学の最高の
の関係を論じ、カワニナの生態学的な調査を行なし¥ さ | 認識に近づくための一つの力となり得るのである c

らに発展して、胎児数と系統の関係を調べて、外部形態| 追 記
から同一種と考えられてL、たカ '7 ニナヵ、ら、胎児数の大 |  アマチュアの研究方向は、他に応ハ] 1 jlr!Iへの進t!111:大
きな違レをもとに、新ら L， | 切な方I('Jである。このことを、応用とJ f ] ! 諭の関連性、及
Q c び兵庫県牛物学会のあり方とからませて叉の機会に発表
ここではある lつの理論の発展が読みとれる c それ |  したし、。

は、 il神担分類からλ| 態へ、さらに生態からIf'態織の概念
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